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令和３年度東京都教育委員会「校
庭芝生の親方・匠」認証において、
芝生の維持管理に関する優れた技術
を習得し、その技能の普及啓発に貢
献された第二小学校在原晴一主任教
諭が「校庭芝生の匠」として、認証
されました。

令和３年度東京都教育委員会
｢校庭芝生の匠｣に認証されました
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『
小
中
一
貫
教
育
・
連
携
教
育
の
充
実
』

～
誰
も
が
活
躍
で
き
る
学
校
を
つ
く
る
た
め
～

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
す
が
、
希
望
の
満
ち
た
充
実
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
の
教
育
の
目
的
は
、
教
育
基
本
法
第
１
条
に
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
「
人
格
の
完
成
」
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
本
市
で
は
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
「
人
間
性
の

育
成
」
を
目
指
す
、
小
中
一
貫
教
育
・
連
携
教
育
を
大
き
な
柱
と
し
、
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
間
性
の
育
成
を
目
指
す
中
で
、
自
分
に
自
信
を
も
ち
、
相
手
の
こ
と
を
本

気
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
子
供
を
育
て
、
子
供
た
ち
の
誰
も
が
活
躍
で
き
る
学

校
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
、
特
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
確
実
な
定
着
を
図
り
、
そ
し

て
、
学
校
の
中
で
、
子
供
た
ち
自
身
が
、
誰
か
ら
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
活
躍
し
、
自
ら
の
将
来
を
自
ら
切

り
拓
く
た
め
に
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
た
小
中
一
貫
教
育
・
連
携
教
育
の

充
実
を
目
指
し
て
い
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
付
け
、
学
校
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

武
蔵
村
山
市
教
育
長　
池
谷　
光
二

自らの未来を自信をもって生き抜く力の育成
～たくましい体づくりを通して～
オリンピック・パラリンピック教育のより一層の充実
を図るために、児童が講師との直接交流を通じてスポー
ツの素晴らしさを実感し、夢や希望をもち続けることが
できるようになりました。
また、オリンピック・
パラリンピック教育の成
果として、体育の授業に
おいて仲間とコミュニ
ケーションをとる児童が
増え、協力しながら活動
する姿がより多く見られ
るようになりました。

「なわとび講習会　６年」
なわとび小助：生山ヒジキ氏を講
師として招聘しました。

「バスケットボール教室　５年」
東京八王子ビートレインズによるバスケッ
トボール教室を行いました。

第二小学校



大
野　

順
布

４
月
１
日
、
テ
レ
ビ
で
は
各
地
の
桜

の
便
り
と
と
も
に
、
企
業
の
入
社
式
の

様
子
が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
の
新
年
度
も
辞
令
交

付
式
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
始
ま
り
ま

す
が
、
そ
の
一
つ
に
こ
の
日
か
ら
教
員

に
な
り
、
縁
あ
っ
て
武
蔵
村
山
市
で
教

員
生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
皆
様
へ

の
辞
令
伝
達
式
が
あ
り
ま
す
。

毎
回
の
こ
と
で
す
が
、
辞
令
を
受
け

る
そ
の
表
情
に
は
夢
を
か
な
え
た
喜
び

と
、
数
日
後
に
は
一
人
で
子
供
た
ち
の

前
に
立
つ
、
そ
ん
な
覚
悟
が
見
て
取

れ
、
年
度
の
は
じ
ま
り
に
相
応
し
い

清
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
の
先
い
ろ
い
ろ
な
地
で

勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
は
じ
め
て
の
赴
任
地
と
な
っ
た
武

蔵
村
山
市
で
の
経
験
は
、
子
供
た
ち
や

同
僚
、
地
域
な
ど
生
涯
忘
れ
得
な
い
特

別
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

初
心
を
忘
れ
ず
、
先
輩
方
の
背
を
見

な
が
ら
教
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
武
蔵
村
山
の
地
で
大
き
く
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
あ
、
１
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
ど

ん
な
先
生
だ
ろ
う
と
期
待
を
胸
に
待
っ

て
い
る
児
童
・
生
徒
、
武
蔵
村
山
の
子

供
た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
こ
ら
む
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令
和
３
年
度
教
育
関
係
表
彰
等

令
和
３
年
度�

�

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

学
校
教
育
に
お
け
る
教
育
実
践
等
に
顕

著
な
成
果
を
上
げ
た
教
職
員
に
贈
ら
れ
る

「
令
和
３
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職

員
表
彰
」
を
、
本
市
か
ら
１
名
が
受
賞
し

ま
し
た
。

【
理
科
教
育
の
推
進
】

第
五
中
学
校
主
幹
教
諭　
有
沼　
賢
二

令
和
元
年
度
か
ら
、
東
京
教
師
道
場
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
東
京
都
中
堅
教
員
の

育
成
に
努
め
、
市
内
及
び
校
内
で
生
徒
指

導
を
充
実
さ
せ
健
全
育
成
を
推
進
す
る
と

と
も
に
教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
ま
し

た
。令

和
３
年
度�
�

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
表
彰

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
都
の
教
育

の
発
展
等
、
学
術
、
文
化
の
振
興
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
教
職
員
及
び
団

体
を
表
彰
し
て
お
り
、
本
市
か
ら
４
名
、

１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
指
導
・
校
務

の
改
善
】

第
十
小
学
校
教
諭　
比
留
間　
雄
大

学
習
指
導
等
に
お
い
て
電
子
黒
板
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
校
内
研
修
を
通
じ
て
全
教
員
に
そ

の
活
用
方
法
を
伝
達
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能

力
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

【
数
学
科
教
育
の
推
進
】

第
三
中
学
校
主
幹
教
諭　
石
原　
春
彦

東
京
都
教
育
研
究
員
、
多
摩
地
区
教
育

推
進
委
員
と
し
て
数
学
科
教
育
の
充
実
、

発
展
に
貢
献
し
、
放
課
後
補
習
授
業
の
企

画
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
課
程
の

管
理
等
に
取
り
組
み
、
顕
著
な
成
果
を
上

げ
ま
し
た
。

【
特
別
支
援
教
育
の
推
進
】

第
一
中
学
校
主
任
教
諭　
中
村　
優
子

特
別
支
援
学
級
の
主
任
と
し
て
、
学
級

を
ま
と
め
若
手
職
員
の
育
成
に
尽
力
し
、

市
内
の
特
別
支
援
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。

【
理
科
教
育
の
推
進
】

第
一
小
学
校
校
長　
押
本　
純
樹

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
教

育
推
進
校
と
し
て
の
校
内
研
究
や
、
地
域

等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
東
京
都
動
物
飼

育
推
進
校
の
取
組
を
推
進
し
、
顕
著
な
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。

【
特
色
あ
る
教
育
へ
の
取
組
】

武
蔵
村
山
市
立
第
八
小
学
校

「
教
員
、
児
童
に
と
っ
て
の
豊
か
な
教

育
活
動
」「
学
力
向
上
」「
教
職
員
の
人
材

育
成
」「
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
連
携

強
化
」
に
向
け
た
改
善
策
を
特
色
あ
る
取

組
と
し
て
位
置
付
け
、
実
践
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
視
察
や
問
い
合
わ
せ
も
相
次

ぐ
な
ど
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

「
永
年
勤
続
感
謝
状
贈
呈
式
」
を�

�

開
催
し
ま
し
た

令
和
3
年
12
月
16
日
（
木
）
に
本
市
の

公
立
小
・
中
学
校
で
勤
務
す
る
教
職
員
の

う
ち
、
勤
続
25
年
を
迎
え
た
方
の
御
尽
力

に
敬
意
を
表
し
、「
永
年
勤
続
感
謝
状
贈

呈
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は

8
人
の
方
が

対
象
と
な
り
、

池
谷
光
二
教

育
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

小
中
一
貫
校
大
南
学
園
第
七
小
学
校

平
木　

な
お
み
副
校
長
（
前
列
左
）

雷
塚
小
学
校

吉
岡　

明
子
指
導
教
諭
（
前
列
中
央
左
）

第
一
中
学
校

栗
﨑　

貴
志
主
任
教
諭
（
前
列
中
央
右
）

第
一
中
学
校

瀬
尾　

恭
正
教
諭
（
前
列
右
）

第
三
中
学
校

松
井　

敏
孝
副
校
長
（
後
列
左
）

小
中
一
貫
校
大
南
学
園
第
四
中
学
校

福
泉　

宏
介
副
校
長
（
後
列
中
央
左
）

小
中
一
貫
校
大
南
学
園
第
四
中
学
校

田
中　

輪
香
子
主
任
教
諭
（
後
列
中
央
右
）

第
五
中
学
校

高
橋　

忍
教
諭
（
後
列
右
）
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武
蔵
村
山
市
第
三
次
教
育
振
興�

�
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法

第
17
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
の

「
第
3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
参
酌

す
る
と
と
も
に
、「
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
（
第
4
次
）」
を
踏
ま
え
、
市
の
実
情

に
応
じ
た
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に

関
し
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
武
蔵
村
山
市
第
三
次
教
育
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
令
和
8

年
度
を
計
画
期
間
と
し
、
本
市
の
教
育
の

方
向
性
を
定
め
る
教
育
大
綱
の
視
点
に
基

づ
き
、
教
育
分
野
の
目
標
を
具
現
化
す
る

最
上
位
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

本
市
及
び
本
市
教
育
委
員
会
は
、
本
計

画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
主
要
施
策
、
主

要
事
業
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
計
画
の
推
進
に
当
た
り
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の

ゴ
ー
ル
（
国
際
目
標
）
に
留
意
し
て
教
育

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
教
育
大
綱
及
び
計
画
書
は
、
市

役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
緑
が
丘
出
張

所
、
各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
番
号
：
1
0
0
6
5
5
4
）

で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
教
育
総
務
課
教
育
政
策
係

☎
０
４
２
‐
５
６
５
‐
１
１
１
１

�

（
内
線
４
２
４
）

〈
問
合
せ
〉
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
４
２
‐
５
６
５
‐
１
１
１
１

�

（
内
線
６
５
４
）

〈
問
合
せ
〉
雷
塚
図
書
館

☎
０
４
２
‐
５
６
４
‐
１
２
８
４

武
蔵
村
山
市
第
二
次
ス
ポ
ー
ツ�

�

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

こ
の
度
、
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
一

層
の
浸
透
・
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
の
「
力
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

力
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
武
蔵
村
山

市
第
二
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

人
生
100
年
時
代
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の

「
力
」
は
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社

会
の
実
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
絆
を

育
み
、
市
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
、
地
域

の
新
し
い
力
の
創
造
に
つ
な
が
る
等
、
ま

ち
の
持
続
的
な
発
展
や
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
に
お
い
て
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
や
、
仲
間
た

ち
と
技
を
極
め
る
等
、
子
供
た
ち
の
豊
か

な
心
と
体
を
育
む
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
多

様
な
意
義
を
有
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
巻
く
状
況
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
地
域
の
活
性
化
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
推
進
と
い
っ
た
本
市

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
多
く
の
分
野

と
の
連
携
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
の
重
要
性
を
考
慮

し
、
武
蔵
村
山
市
第
二
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

武
蔵
村
山
市
第
四
次
子
供
読
書�

活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

武
蔵
村
山
市
で
は
、
子
供
の
読
書
活
動

の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
9
条
第
2
項
に

基
づ
き
、
令
和
4
年
度
か
ら
令
和
8
年
度

を
計
画
期
間
と
し
た
武
蔵
村
山
市
第
四
次

子
供
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。本

計
画
は
、
子
供
が
楽
し
く
自
主
的
に

読
書
に
親
し
み
、
読
書
習
慣
が
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
本
市
を
は
じ
め
、
社
会
全

体
で
子
供
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
策
定
し
た
も
の

で
す
。

本
計
画
で
は
、「
す
べ
て
の
子
供
が
、

み
ず
か
ら
読
書
に
親
し
む
町　

武
蔵
村

山
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
家
庭
、
地

域
、
学
校
な
ど
で
の
読
書
活
動
の
推
進
な

ど
を
基
本
目
標
と
し
、
目
標
ご
と
に
基
本

施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
後
図
書
館
で
は
、
各
施
策
が
実
現
し

て
い
く
よ
う
関
連
部
署
や
団
体
等
と
連
携

し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。な

お
、
計
画
書
は
、
市

役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

及
び
各
図
書
館
で
御
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

令
和
3
年
度
防
衛
省
の
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
充
当
事
業

令
和
3
年
度
防
衛
省
の
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
充
当
事
業
と
し

て
、
学
校
施
設
整
備
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

第
二
小
学
校
放
送
設
備
改
修
工
事

第
二
小
学
校
（
三
ツ
木
二
丁
目
12
番
地

の
2
）
の
校
舎
（
地
上
3
階
建
て
、
延
床

面
積
4
，
1
1
9
・ 

6
1
㎡
）
及
び
屋
内

運
動
場（
平
屋
建
て
、延
床
面
積
6
1
5
・

 

0
0
㎡
）
に
つ
い
て
、
老
朽
化
し
た
放
送

設
備
機
器
（
音
声
映
像
調
整
卓
及
び
非
常

放
送
設
備
）、
各
所
ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
テ

レ
ビ
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
改

修
に
よ
っ
て
放
送
室
で
の
調
整
卓
の
操
作

が
行
い
や
す
く
な
り
、
ま
た
、
非
常
放
送

が
確
実
に
行
え
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時

の
避
難
誘
導
等
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
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令和４年度　武蔵村山市教育委員会の重点項目
教育委員会では、「第三次教育振興基本計画」を踏まえ策定した「武蔵村山市教育委員会基本方針」に基づ

き、「令和4年度の主要施策・主要事業」を決定するとともに、次のとおり「重点項目」を定めました。

学 校 教 育
【人権教育・道徳教育の推進】

いじめはどの学校でもどの子供にも起こり得るとの認識の下、「いじめ撲滅宣言」の趣旨を踏まえ、いじめ
を許さない、見逃さない指導を徹底させるとともに、思いやりの心を育み、あらゆる偏見や差別をなくすため
に、教育活動全体を通じて人権教育・道徳教育を推進します。

【確かな学力の定着・体力の向上】
子供たちの基礎的・基本的な知識・技能の習得と言語能力の向上を図るための指導を充実させ、学習意欲の

向上及び学習規律の確立を図り、学力向上策を総合的に推進するとともに、体力向上策を総合的に推進しま
す。

【国際理解教育の推進】
モンゴル国、横田基地内の小・中学校、東南アジア諸国及びアメリカ合衆国の現地小学校等との交流活動の

ほか、小・中学校が連携した外国語教育の改善に取り組み、グローバル化が進む国際社会で生きる子供たちへ
の国際理解教育の推進に努めます。

【特別支援教育の充実】
「第五次特別支援教育推進計画」に基づき、特別な教育支援や発達支援が必要な子供一人一人に対し、連続

性のある適切な指導と必要な支援が行われるようにするとともに、特別支援教室における指導の充実を図りま
す。

【小中一貫教育の推進】
義務教育9年間を通して、系統的・継続的な教育活動を全校で展開するため、目指す子供の姿を保護者・地

域と共有し、コミュニティ・スクールの機能を生かした連携を一層推進し、地域とともに進める小中一貫教育
の充実に努めます。

【安全・安心な教育環境の整備】
登下校時における安全確保、学習活動等における安全対策、学校施設・設備等の安全点検、安全・安心な学

校給食の提供、アレルギー疾患への対応等、「武蔵村山市立学校危機管理対応マニュアル」に基づき、迅速か
つ的確に対応できる危機管理体制の確立に努めるとともに、新型コロナウイルス感染症に対応するために必要
な校内環境の整備を推進します。

【ＧＩＧＡスクール構想の推進】
ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて整備した児童・生徒一人一台ずつのタブレット端末及び高速大容量通

信ネットワークを最大限に活用し、多様な子供たち一人一人に個別最適化された学びを提供するとともに、資
質・能力を一層確実に育成できる環境整備と、効果的な学習指導に努めます。

生 涯 学 習
【生涯学習の推進】

「第五次生涯学習推進計画」に基づき、生涯学習情報の提供や学習機会の充実を図り、「いつでも」「どこで
も」「だれでも」自発的に学習活動や表現活動のできる環境づくりを推進します。

【家庭教育の支援】
子育てにおける家庭教育の重要性についての普及啓発活動に努めるとともに、家庭が教育の根本であるとい

う認識の下、家庭の教育力を高めるため、家庭教育講座を充実します。
【図書館運営の充実】

子供たちが進んで読書をする意欲や態度を育むため、「第四次子供読書活動推進計画」に基づき、読書活動
に関する施策を充実させるとともに、学校図書館との更なる連携を図ります。

【スポーツの推進】
「スポーツ都市宣言」の理念を踏まえ、スポーツ・レクリエーション事業の拡充を図り、賑わいと活力ある

まちづくりを進め、市民の健康・体力づくりの推進に努めます。また、スポーツ少年団の充実を図り、スポー
ツを通じた青少年の健全育成を推進します。

【文化財の調査、保護・活用】
市内に残る文化財の保護や調査を実施し、文化財の適正な保護・保存に努めるとともに、歴史民俗資料館及

び分館収蔵資料の展示・公開や歴史講座等を実施し、文化財保護思想の普及啓発を促進します。
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Hello!! ALT 新しい外国語学習指導助手の方を紹介します！

Hello, nice to meet you!
My name is Steven Eckersall and I’m from Portsmouth, England. Before coming to Japan, I studied Sports 
management and business at Portsmouth university and during which I travelled to Barcelona to do a 
project on exercise in open spaces. I love watching, playing and talking about football （soccer）, I support 
my home team which is Portsmouth FC. Whilst I have visited Japan twice before and been fortunate to 
have done lots of travelling, I hope to travel more whilst I am here. If you ever see me in passing don’t be 
afraid to come speak to me, I am friendly and although my Japanese is not the best, I am happy to try 
and have a conversation.

こんにちは、はじめまして！私はスティーブン・エッカサルと申します。イギリスのポーツマスから来ま
した。ここへ来る前はスポーツ経営学とビジネス学をポーツマス大学で学び、バルセロナにおいて色々な空
間で運動場所を見出すプロジェクトに携わりました。サッカーをすること、観戦すること、そしてサッカー
について話すことが大好きで、私の地元のチーム、ポーツマス FC を応援しています。過去に2度来日し、
沢山の旅をしてきましたが、今回の滞在中にもまたより多くの旅行ができればと思います。私とすれ違った
時などには恐れずに声をかけてください。日本語はまだそれほど話せませんが、喜んで皆さんと話をしたい
と思っています。

Hello! Bonjour! My name is Yvon Allard, but you can call me Yves! I'm from Thunder Bay, Ontario Cana-
da, home of the famous “Sleeping Giant”! I can speak French and English and I am excited to learn Japa-
nese! I went to school for ballet performance but I worked in retail management before moving to Japan. 
In my free time, I like dancing, traveling, baking, and spending time with loved ones. I'm really looking 
forward to learning more about Japanese culture and customs, eating delicious Japanese food, and travel-
ing to many different prefectures. I love meeting new people and I am always excited to learn and share 
my culture, so if you see me, please say “Allo”!

こんにちは！ ボンジュール！私の名前はイヴォン・アラードです。イヴと呼んでください。有名な島、ス
リーピングジャイアントがあるカナダのオンタリオ州、サンダーベイから来ました。私はフランス語と英語
を話します。日本語を学ぶことも楽しみにしています。私はバレエのパフォーマンスのための学校に通いま
した。来日する前は販売の仕事をしていました。趣味は、ダンス、旅行、お菓子作り、そして大好きな人達
と過ごす時間が好きです。日本の文化や習慣について学び、おいしい日本食を食べ、様々な都道府県を訪れ
たいです。新しい人と出会うことも大好きなので、学んだり、また自分の文化も共有したいと思います。私
を道で見かけたらアローと声をかけてください！

第五中学校
スティーブン・エッカサル
JHS#5�Steven�Eckersall

第一中学校
イヴォン・アラード
JHS#1　Yvon�Allard

算
数
の
授
業
で
考
え
る
の
が
楽
し
い

と
思
え
る
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て�

�

～
第
八
小
学
校
～

本
校
で
は
、
深
い
学
び
の
実
現
を
目
指

し
、「
算
数
の
授
業
で
考
え
る
の
が
楽
し

い
と
思
え
る
児
童
の
育
成
～
児
童
が
関
連

付
け
る
指
導
を
通
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
機
会
と
し
て
令
和
４
年
２
月
18
日

（
金
）
に
研
究
発
表
会
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
発
表
会
を
中

止
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
日

は
、
職
員
同
士
で
各
学
年
の
算
数
の
授
業

を
参
観
し
、
発
表
会
と
同
じ
よ
う
な
緊
張

感
の
も
と
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

分母と分子が異な
る2つの分数の大き
さを比べる方法を考
えました。

４
年
生
「
分
数
の
大
き
さ
と
た
し
算
・
ひ
き
算
」

１年生の学習を受
けて百や千のまとま
りを作ることで効率
的に数えられるよさ
に気付かせました。

２
年
生
「
１０００
よ
り
大
き
い
数
」

4種類のお菓子か
ら3種類を選ぶとど
んな組み合わせがあ
るか考えました。

６
年
生
「
並
べ
方
と
組
み
合
わ
せ
」

 低学年で学んだまと
まりで考えるよさを
生かしてかけ算を用
いた計算方法を考え
ました。

３
年
生
「
二
け
た
の
数
の
か
け
算
」

朝顔の種を効率的
に数える方法を考え
ました。十のまとま
りを意識させる学習
でした。

１
年
生
「
大
き
な
か
ず
」

円周の長さの公式を
活用し、校庭トラック
のカーブの長さを考え
ました。また、ペアでそ
れぞれの考えを検討し
ました。

５
年
生
「
正
多
角
形
と
円
」
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特色ある学校づくりを推進します特色ある学校づくりを推進します

小学校名 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 特別支援
学級 合計 中学校名 1学年 ２学年 ３学年 特別支援

学級 合計

一小 44（2） 50（2） 62（2） 54（2） 52（2） 71（2） 56（8） 389（20） 一中 192（6） 188（5） 191（5） 23（3） 594（19）

二小 62（2） 62（2） 64（2） 53（2） 68（2） 61（2） 370（12） 村山学園
中学部 60（2） 42（2） 62（2） 57（8） 221（14）

三小 53（2） 71（3） 53（2） 70（2） 69（2） 65（2） 381（13） 三中 126（4） 111（3） 128（4） 365（11）

村山学園
小学部 60（2） 57（2） 53（2） 58（2） 54（2） 55（2） 337（12） 大南学園

四中 109（4） 119（3） 131（4） 359（11）

大南学園
七小 118（4） 111（4） 110（4） 88（3） 99（3） 85（3） 611（21） 五中 198（6） 210（6） 204（6） 612（18）

八小 110（4） 111（4） 111（4） 115（3） 115（3） 115（3） 677（21）

九小 46（2） 34（1） 48（2） 34（1） 42（2） 48（2） 252（10）

十小 62（2） 67（2） 80（3） 83（3） 97（3） 85（3） 474（16）

雷塚小 28（1） 32（1） 37（2） 39（1） 53（2） 50（2） 45（6） 284（15）

令和４年度　武蔵村山市立小・中学校 児童・生徒数（学級数）【見込み】 令和４年３月１日現在

児童数計　3,775人　　生徒数計　2,151人

第一小学校

押本純樹 校長

久朗津朋子 副校長

SDGs17「パートナーシップで目標
を達成しよう」を中心に誰一人取り
残さない学校づくりに取り組みま
す。まずは、みんなで遊べる学校を
目指し、休み時間には校庭でみんな
で遊びます。ヤギにウサギに烏骨鶏
も大事なパートナーです。

第九小学校

吉成かおる 校長

日吉英智 副校長

規模の小さな学校です。たてわり
班での遊びや清掃活動、全校校外学
習などを行います。また、外国との
交流も積極的に行っており、今年度
も横田基地内や海外の小学校と
チャットを使っての交流を行い、国
際理解教育を進めます。

第一中学校

島田治 校長

渡邉泰祐 副校長

開校76年目を迎えました歴史と伝
統のある第一中学校、地域とともに
歩む第一中学校です。今年は特に、
ＩＣＴを活用した教育に力を入れて
いきます。教職員が一丸となって子
供たちのために頑張ってまいりま
す。よろしくお願いいたします。

第三中学校

飯星健司 校長

松井敏孝 副校長

開校４８年目を迎える三中です。引
き続き新聞投稿チャレンジ、ＩＣＴ
教育の推進校として取り組んでいき
ます。

生徒のよさを伸ばす教育活動を展
開し、地域から愛され、地域に誇れ
る三中を目指します。

第三小学校

前川潤 校長

田島照久 副校長

今年度で開校60周年を迎えます。
丘の上に立つ市内で唯一の小学校
で、校舎屋上から見渡す雄大な景色
は実に素晴らしいです。ここで学び
力を付けた子供たちが地域や社会に
羽ばたき、様々な分野で自分らしく
活躍することを願っています。

雷塚小学校

三品孝之 校長

古井進 副校長

一人一人の児童が、自分のよさや
可能性を知り、自分を大切に思うと
ともに、友達や周りの人も大切にで
きる温かい学校を目指します。

毎日笑顔で登校したくなる学校
で、今年度は児童と教師が共に人権
感覚を磨いていきます。

一
中
校
区

三
中
校
区

令和４年
度
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地域とともにある学校・
施設一体型小中一貫校

コミュニティ・スクール
を生かした地域とともにある学校・
小中一貫校村山学園

小中一貫校大南学園
第七小学校 第四中学校

施設隣接型小中一貫校施設隣接型小中一貫校

施設一体型小中一貫校

五十嵐誠一 統括校長
（大南学園学園長）

平木なおみ 副校長

清水実 校長
（大南学園副学園長）

福泉宏介 副校長

井内潔 統括校長

近藤竜也
副校長

志村雅巳
統括副校長

福留浩樹
副校長

「学校しっとり、子供ニコニコ、
先生生き生き」が学校のスローガン
です。広い農園を活用した食育活動
と読書活動で子供たちの心と体を育
てます。地域の和の中で大南学園と
しての9年間を見通した教育を目指
していきます。

施設一体型の小中一貫校の特色を生
かし、多くの人との関わりの中で様々
なコミュニケーションの場を通じて自
立した一人の人間としての「人間力」

（人として力強く生きていく総合的な
力）を育成する学校を目指します。

第二小学校

井口洋 校長

白井賢一郎 副校長

『スマイル＆チャレンジ』今年60
周年を迎える伝統ある二小の児童一
人一人が自信をもち、元気いっぱ
い、笑顔いっぱいに未来に向かって
日々学び合える学校、生き生きと学
び、共に成長し、明るく輝く学校を
全教職員でつくっていきます。

第八小学校

牧一彦 校長

東高央 副校長

今年で校長12年目を迎えます。本
校では今年度も、徳育科（礼法の時
間）に加えて、算数科の指導にも重
点を置き、「算数好きな児童の育成」
を目指してまいります。地域・保護
者の皆様の御理解・御協力をよろし
くお願い申し上げます。

大南学園が誕生して７年目を迎え
て、今年の新入生は、生粋の大南っ
子です。この子供たちの姿が、一貫
校の成果になります。今年も七小と
四中で力を合わせて、地域の皆様に
愛される子供たちを育てていきます
ので、よろしくお願いいたします。

第十小学校

中村清敬 校長

今井一馬 副校長

本校は、学力向上のため、令和4
年度から武蔵村山市の午前５時間制
推進校になりました。
「スマイル＆ポジティブ」を合言

葉に、『子供と大人がいつも寄り添
い、共に学び、一人一人が成長を実
感できる学校』を目指してまいりま
す。

第五中学校

榎戸千代子 校長

二階堂裕文 副校長

本校の人権標語「言われても言っ
てもうれしいありがとう」を校内に
広め、「あいさつと笑顔あふれる学
校」をつくります。また、チーム五
中として保護者や地域の皆様、五中
校区の小学校、高校との連携を深
め、「一人一人が輝く学校」を目指し
ます。

五
中
校
区
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令
和
4
年
度
給
食
調
理
補
助
会
計�

�
年
度
任
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
午
後
勤
務
で
食

器
洗
浄
を
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
：
学
歴
不
問
・
資
格
不
要
・
勤

務
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ

る
こ
と
。

勤
務
時
間
：
給
食
提
供
が
あ
る
日
の
午
後

１
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の

週
５
日
勤
務
。

勤
務
内
容
：
各
小
学
校
か
ら
回
収
さ
れ
た

使
用
済
食
器
等
の
洗
浄
等

時
　
　
給
：
１，287
円　
（
手
当
含
む
）

手
当
・
休
暇
等
：
規
則
に
定
め
る
と
お
り

募
集
人
数
：
若
干
名

勤
務
場
所
：
武
蔵
村
山
市
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
本
町
6
－
１
－
１
）

勤
務
開
始
日
：
要
相
談

次
年
度
の
雇
用
：
勤
務
状
況
が
良
い
場
合
、
次

年
度
も
更
新
採
用
さ
れ
ま

す
。

そ
の
他
：
職
場
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

〈
問
合
せ
〉
学
校
給
食
課

☎
０
４
２
‐
５
６
０
‐
２
５
９
７

「
土
曜
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
校
」
で
は
、
子

供
た
ち
が
土
曜
日
を
有
効
に
活
用
し
、

様
々
な
体
験
活
動
や
観
察
を
通
し
て
、
市

内
の
自
然
、生
活
、文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

【
申
込
方
法
】

市
内
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
小
・
中
学
生

各
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
13
日

（
水
）（
必
着
）
ま
で
に
「
教
育
を
支
援
す

る
市
民
の
会
」
事
務
局
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

市
外
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
小
・
中
学
生

官
製
は
が
き
の
裏
面
に
、
①
参
加
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別　

③
住
所　

④

学
校
名
・
学
年　

⑤
保
護
者
氏
名　

⑥
電

話
番
号　

⑦
希
望
コ
ー
ス
（
第
２
希
望
ま

で
）
を
記
入
の
上
、
４
月
13
日
（
水
）

（
必
着
）
ま
で
に
文
化
振
興
課
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

４
年
４
月
１
日
発
行
の
「
市
報
む
さ
し
む

ら
や
ま
」
及
び
各
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る

土
曜
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
校
募
集
案
内
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

※　

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
、
結
果
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※　

申
込
み
は
一
人
１
件
と
し
、
複
数
申

込
み
の
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
「
土
曜
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
校
」�

�

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

〈
問
合
せ
〉
文
化
振
興
課
生
涯
学
習
係

☎
０
４
２
‐
５
６
５
‐
１
１
１
１

�

（
内
線
６
５
３
）

４
月
に
は
子
ど
も
読
書
の
日
と
図
書
館

記
念
日
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
１
冊
手
に
取

り
ま
せ
ん
か
。

『
と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン
』

（
ミ
シ
ェ
ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン
作　

ケ
ビ

ン
・
ホ
ー
ク
ス
絵　

福
本
友
美
子
訳　

岩

崎
書
店
）

あ
る
日
、
町
の
図
書
館
に
、
大
き
な
ラ

イ
オ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
員

は
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
！
大
慌
て
で
館
長
に
知

ら
せ
た
の
で
す
が
…
。
図
書
館
が
大
好
き

な
心
優
し
い
ラ
イ
オ
ン
と
、「
き
ま
り
ご

と
」
に
厳
し
い
図
書
館
の
人
々
の
心
温
ま

る
物
語
で
す
。

『
ね
こ
の
町
の
本
屋
さ
ん
』

（
小
手
鞠
る
い
作　

く
ま
あ
や
こ
絵　

講

談
社
）

本
屋
を
開
い
た
ク
ラ
ラ
さ
ん
。
な
か
な

か
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
に
、
リ
リ
ア
さ
ん
か
ら
犬
の
村
の

図
書
館
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
ま
す
。
み
ん

な
本
に
夢
中
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
図
書
館
な
の
で
し
ょ

う
？

『
お
話
の
た
き
ぎ
を
あ
つ
め
る
人
―
魔
法

の
図
書
館
の
物
語
―
』

（
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ン
妃
＆
パ
ウ
ル
・
ヴ
ァ

ン
・
ロ
ー
ン
作　

佐
竹
美
保
絵　

西
村
由

美
訳　

徳
間
書
店
）

本
が
大
好
き
な
ス
テ
レ
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
「
お
話
の
図
書
館
」
が
あ
る
と

図
書
館
の
本
を
紹
介
し
ま
す
！

教
え
ら
れ
、
今
は
誰
も
住
ん
で
い
な
い
お

城
に
探
し
に
行
き
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
王
妃
と
人
気
作
家
共
作
の

物
語
。
本
を
読
む
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
低
学
年
向
け
。

『
き
ょ
う
り
ゅ
う
が
図
書
館
に
や
っ
て
き

た
』

（
ア
ン
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
作　

む
か
い
な

が
ま
さ
絵　

熊
谷
鉱
司
訳　

金
の
星
社
）

図
書
館
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
植
物
食

恐
竜
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
。
目
を

輝
か
せ
て
本
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
食
べ
始
め

ま
し
た
。
本
が
全
部
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
‼
他
に
恐
竜
が
学
校
や
町
に

や
っ
て
く
る
お
話
も
あ
り
ま
す
。
低
学
年

向
け
。

『
じ
り
じ
り
の
移
動
図
書
館
』（
廣
嶋
玲
子

他
著　

講
談
社
）

こ
の
本
は
、
移
動
図
書
館
「
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
号
」
を
題
材
に
、
５
人
の
作
者
が

別
々
の
物
語
を
書
い
て
い
ま
す
。
１
話
で

は
、
こ
っ
そ
り
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
号
に
し
の
び

こ
ん
だ
健
太
が
別
の
世
界
へ
行
っ
て
し
ま

い
、
移
動
図
書
館
活
動
に
参
加
す
る
お
話

で
す
。
高
学
年
向
け
。

『
図
書
館
の
ト
リ
セ
ツ
』（
福
本
友
美
子
・

江
口
絵
理
共
著　

ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
絵　

講
談
社
）

自
由
研
究
や
課
題
図
書
に
苦
労
し
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
の
本
を
読
む
と

図
書
館
の
利
用
を
通
じ
て
課
題
の
調
べ
方

や
見
つ
け
方
を
や
さ
し
く
学
べ
ま
す
。
課

題
を
み
つ
け
る
の
が
苦
手
な
人
や
本
を
探

す
の
が
苦
手
な
人
に
お
す
す
め
の
一
冊
で

す
。
高
学
年
向
け
。
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令
和
5
年
以
降
の
成
人
式
に
つ
い
て

令
和
4
年
4
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
民

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
1８
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
が
、
武
蔵
村
山
市
で
は
、
令
和
５

年
以
降
も
20
歳
の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。

対
象
年
齢

開
催
年
度
に
お
い
て
20
歳
を
迎
え
る
方

式
典
名
称

「
20
歳
を
祝
う
会
」

開
催
時
期

毎
年
１
月
の
成
人
の
日
に
開
催

〈
問
合
せ
〉
文
化
振
興
課
生
涯
学
習
係

☎
０
４
２
‐
５
６
５
‐
１
１
１
１

�

（
内
線
６
５
２
） 令和４年成人式

４
月
18
日
は 

よ
い
歯
の
日
！

�

よ
い
歯
っ
て
な
に
？

歯
科
医
療
の
考
え
方
が
「
痛
み
を
な

く
す
」
か
ら
「
歯
を
永
も
ち
さ
せ
る
」

を
経
て
も
っ
と
新
し
い
「
全
身
の
健
康

の
た
め
に
」
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
て
か
ら
生
涯
を
終
え
る
ま

で
の
長
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
は
生
活

環
境
や
口
腔
内
環
境
の
変
化
に
伴
い
疾

病
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
常
に
変
動
し
ま

す
。乳

幼
児
期
は
、
長
い
人
生
の
中
で
最

も
う
蝕
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
な
時

期
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
む
し
歯
の

原
因
菌
の
早
期
母
子
感
染
、
酸
に
弱
い

歯
質
、
口
腔
清
掃
の
不
備
、
甘
味
摂
取

量
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

学
童
期
は
、
歯
が
生
え
変
わ
り
始

め
、
第
一
大
臼
歯
の
う
蝕
リ
ス
ク
が
高

い
時
期
で
あ
り
、
中
学
高
校
の
時
期
で

は
自
立
心
が
旺
盛
な
一
方
、
健
康
観
や

生
活
知
識
・
技
術
が
十
分
に
確
立
さ
れ

て
い
な
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
で
、

不
完
全
な
歯
磨
き
に
よ
る
前
歯
の
表
面

や
隣
接
面
の
う
蝕
、
か
み
合
わ
せ
が
完

成
し
て
い
な
い
第
二
大
臼
歯
の
う
蝕
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

頃
か
ら
歯
肉
炎
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
り

ま
す
。

青
年
期
に
な
る
と
生
活
の
場
が
一
変

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
乱

れ
、
う
蝕
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
青
年
期
後
期
で
は
就
職

や
結
婚
な
ど
の
人
生
の
転
機
が
訪
れ
、

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る

時
期
で
す
。
接
触
面
う
蝕
や
二
次
う
蝕

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
同
時
に
徐
々
に

歯
周
病
の
重
症
化
が
始
ま
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
壮
年
期
を
経
て
高
齢
者
に

な
る
と
歯
周
病
の
進
行
と
と
も
に
歯
ぐ

き
が
さ
が
り
根
面
う
蝕
の
問
題
が
出
現

し
ま
す
。

４
月
1８
日
は
よ
い
歯
の
日
で
す
が
よ

い
歯
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
う
蝕
も
な

く
歯
肉
炎
も
な
く
汚
れ
も
な
い
キ
レ
イ

な
歯
で
す
。
も
っ
と
大
き
い
視
野
で
考

え
る
と
衛
生
的
に
清
潔
な
口
腔
環
境
で

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
口
腔
育
成
」
と
は
「
子
ど
も
た
ち

の
口
腔
シ
ス
テ
ム
全
体
を
対
象
に
、
そ

の
健
全
な
機
能
と
形
態
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
予
防
を
主
体
と
し
た
長
期
管
理
を
行

い
同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
口
や
歯
に
対

す
る
保
険
意
識
を
育
む
」（
１997
年
東
北

大
学
）
と
い
う
理
念
で
す
。

う
蝕
は
「
脱
灰
と
再
石
炭
化
の
揺
れ

動
く
流
動
的
な
過
程
（Scheini.A

　

１995
年
）」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
う

蝕
の
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
の
う
窩
（
む
し

歯
）
と
は
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
う
蝕
の
プ
ロ
セ
ス
は
脱
灰

と
再
石
灰
化
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
連
す
る
リ

ス
ク
要
因
は
「
う
蝕
原
性
菌
」「
唾
液
」

「
食
生
活
」「
歯
質
」「
フ
ッ
素
」
で
す
。

こ
れ
ら
の
要
因
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

時
、
う
窩
（
む
し
歯
）
が
発
生
し
ま

す
。
予
防
法
と
し
て
は
「
う
蝕
原
性

菌
」
は
歯
み
が
き
で
除
去
す
る
。「
唾

液
」
は
よ
く
噛
ん
で
唾
液
分
泌
を
促
進

さ
せ
る
。「
食
生
活
」
は
ダ
ラ
ダ
ラ
食

い
を
し
な
い
。「
フ
ッ
素
」
を
取
り
込

む
こ
と
で
「
歯
質
」
を
強
化
す
る
こ
と

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

学
校
で
の
歯
科
検
診
、
健
康
教
育
、

予
防
指
導
強
化
も
重
要
で
す
が
、
や
は

り
定
期
的
に
歯
科
医
院
を
訪
れ
歯
科
定

期
検
診
を
受
け
て
口
腔
内
管
理
を
継
続

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
童
期
は
生
え
た
て
の
歯
が
多
い
時

期
で
す
。
で
き
れ
ば
12
歳
ぐ
ら
い
ま
で

に
十
分
に
成
熟
し
た
歯
質
を
得
て
正
し

い
ホ
ー
ム
ケ
ア
を
身
に
つ
け
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
の
役
割
を
本
人

や
家
族
も
十
分
に
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
生
涯
に

わ
た
る
快
適
な
口
腔
の
健
康
」
は
、
幸

せ
で
健
康
な
生
活
の
た
め
の
必
要
条
件

で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
小
学
生
、
中

学
生
の
時
期
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
武
蔵
村
山
市
歯
科
医
師
会
は
今
後

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
所
存
で
す
。

�

武
蔵
村
山
市
歯
科
医
師
会　

比
留
間
修
一
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教育長・教育委員の動き
１月　４日（火）	 仕事始め式
１月１０日（月・祝）令和４年成人式
１月２１日（金）	 第１回教育委員会定例会
２月　９日（水）	 東京都市教育長会
２月１０日（木）	 第２回教育委員会定例会
２月２５日（金）	 第１回教育委員会臨時会
３月２８日（月）	 第３回教育委員会定例会
３月３１日（木）	 退職教職員の辞令伝達式

教育委員会提出議案の内容

第１２回定例会　令和３年１２月１７日（金）

議案第44号　令和3年度教育予算の補正（第７号）の申出に係る臨
時代理の承認について

議案第4５号　武蔵村山市教育委員会事務局職員の任免に係る臨時代
理の承認について

第１回定例会　令和４年　１月２１日（金）

議案第　１号　武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の解嘱に係る臨
時代理の承認について

議案第　2号　武蔵村山市立図書館協議会委員の任命に係る臨時代理
の承認について

議案第　3号　武蔵村山市生涯学習審議会条例の制定の申出について
議案第　4号　武蔵村山市第三次教育振興基本計画（原案）について
第２回定例会　令和４年　２月１０日（木）

議案第　５号　令和3年度教育予算の補正（第１１号）の申出につい
て

議案第　6号　令和4年度教育予算の申出について
議案第　７号　令和3年度武蔵村山市立小・中学校卒業証書授与式の

告辞について
議案第　8号　武蔵村山市教育委員会事務局職員の解任に係る臨時代

理の承認について
議案第　9号　校長の任命に係る内申について
議案第１０号　副校長の任命に係る内申について
議案第１１号　統括校長の任命について
議案第１０号　統括校長の任命について
第１回臨時会　令和４年　２月２５日（金）

議案第１2号　武蔵村山市第三次教育振興基本計画について
議案第１3号　令和4年度　武蔵村山市教育委員会の基本方針に基づ

く主要施策・主要事業について
議案第１4号　武蔵村山市第二次スポーツ推進計画について

事 業 名 開 催 日 場 所 対 象 者 等 問合せ先
～いきいきわくわく狭山丘陵ウォーク～ 
第45回歩け歩け大会 ５／15（日）

第 一 小 学 校 
校 庭 ス タ ー ト

市内在住・在勤・在学者
スポーツ
振 興 課

第14回村山っ子相撲大会 6／4（土）
第 十 小 学 校 
体 育 館

市内小学生・未就学児
スポーツ
振 興 課

令和４年４月～６月　主な教育委員会関係事業予定

第
14
回
村
山
っ
子
相
撲
大
会�

�

わ
ん
ぱ
く
場
所
を
開
催
し
ま
す
！

第
1４
回
目
と
な
る
村
山
っ
子
相
撲
大
会

わ
ん
ぱ
く
場
所
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
4
年
６
月
４
日
（
土
）

【
場
所
】
第
十
小
学
校

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
学
・
在
園
の
小

学
生
、
未
就
学
児

※　

詳
細
及
び
参
加
申
込
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
番
号
：
1
0
1
2
0
0
9
）

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

～
い
き
い
き
わ
く
わ
く
狭
山
丘
陵
ウ
ォ
ー
ク
～�

第
45
回
歩
け
歩
け
大
会
を
開
催
し
ま
す
！

第
一
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
、
狭
山
丘
陵
を
散
策
す
る
第
４5
回
歩
け

歩
け
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】
令
和
4
年
５
月
15
日
（
日
）

【
コ
ー
ス
】
約
9
・
５
㎞
（
第
一
小
学
校

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

【
対　

象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

※　

小
学
校
3
年
生
以
下
の

参
加
は
保
護
者
同
伴

【
参
加
申
込
】
当
日
受
付

�

（
第
一
小
学
校
校
庭
）

※　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
番
号
：

1
0
0
1
７
5
5
）
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

〈
問
合
せ
〉
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
４
２
‐
５
６
５
‐
１
１
１
１

�

（
内
線
６
５
４
・
６
５
５
）

新型コロナウイルス感染症の影響により、予
定を変更する場合があります。最新の情報につ
きましては、ホームページ等で御覧ください。

お子様又は同居家族に感染の疑いがある場合
の対応について（お願い）

お子様又は同居家族等が感染した場合やお子様自
身が濃厚接触者にあたる可能性がある場合等には、
速やかに学校に御連絡いただくとともに、感染拡大
防止のため、自宅で安静にしていただきますようお
願いいたします。
また、状況によってはお子様が在籍している学校
以外の関係施設等への御連絡につきましてお願いい
たします。

「教育むさしむらやま」への
� 御意見・御感想をお寄せください。
TEL：0４2-565-1111（内線４2４）
FAX：0４2-566-４４90
E-mail：ky-syomu@city.musashimurayama.lg.jp


